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第 １ 章

「個別の教育支援計画」
「個別の指導計画」って？
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高等学校学習指導要領総則 第1章第5款の５の(8)には、次のように記載されています。

上記の文中にある「家庭や医療、福祉、労働等の業務を行う関係機関と連携した支援

のための計画」が、「個別の教育支援計画」に当たります。このように、「個別の教育支

援計画」作成については学習指導要領に明示されています。

では、「個別の教育支援計画」には、どのような目的があるのでしょうか？

特別な教育的支援が必要な生徒のニーズは生徒の成長段階によって変化してきます。

「個別の教育支援計画」には、生

徒の成長に合わせて支援を継続させ

ることと家庭や関係する機関等を連

携させる役割があります。支援を継

続・連携することで、一貫した的確

な指導・支援が行えることになりま

す。

図１ 長期的な視点に立った一貫した支援

特別な教育的支援を必要とする生徒の育ちを支えていくためには、対象となる

生徒にかかわる人たちが協力し合い、情報を共有して連携していくことがとて

も重要となります。「個別の教育支援計画」は、そのためのツールとも言えます。

「個別の教育支援計画」は、特別な教育的支援を必要とする生徒一人一
人のニーズを正確に把握し、教育の視点から適切に対応していくという考
えの下に、長期的な視点に立って一貫して的確な指導・支援を行うことを
目的に作成されるものです。

幼稚園
保育所

小学校

中学校

高等学校

大学
就職

等

家庭
（保護者）

医療機関
相談機関

特別支援学校
教育センター
教育事務所 等

発達障害者
支援センター

１ 「個別の教育支援計画」とは

障害のある生徒などについては、各教科・科目等の選択、その内容の取扱
いなどについて必要な配慮を行うとともに、特別支援学校等の助言又は援助
を活用しつつ、例えば指導についての計画又は家庭や医療、福祉、労働等の
業務を行う関係機関と連携した支援のための計画を個別に作成することなど
により、個々の生徒の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を計
画的、組織的に行うこと



2

「個別の指導計画」は、学校における適切

な指導と必要な支援をきめ細かく具体的に表

すものです。

「個別の指導計画」に記載する内容例

○ 具体的な目標の設定

・長期目標と短期目標

○ 指導内容と指導方法

○ 評価 等

図２ 「個別の指導計画」様式例

「個別の指導計画」は、各学校の教育課程や指導計画、対象となる生徒の「個別の

教育支援計画」等を踏まえてより具体的に作成する指導レベルの計画となります。

指導内容と指導方法を記載することで、実際の指導の経過や結果を記録として残すこ

とができます。また、指導について振り返り、評価を行うことにもなります。このことは、

教員の指導の見直しを図ることにつながるとともに、保護者に指導の経過を具体的に説

明する資料としても役立ち、教員間や保護者との連携を図るツールとなります。

特別な教育的支援を必要とする生徒への具体的な指導については、各教科等で

の学習だけでなく、生活場面や対人関係・社会性等の視点から目標や指導内容

・方法について検討していくことが大切です。

「個別の指導計画」は、生徒一人一人の障害の状態等に応じたきめ細か
な指導が行えるよう、学校における教育課程や指導計画、当該生徒の個別
の教育支援計画等を踏まえて、より具体的に生徒一人一人の教育的ニーズ
に対応して、指導目標や指導内容・方法等を盛り込んで作成されるもので
す。

個別の指導計画 （ 学期）
年 組 生徒名：

作成日： 年 月 日
（担任： ）

今学期の
重点課題

①

②

③

指導場面 配慮事項・手だて 評 価

○

○

○

○

２ 「個別の指導計画」とは



3

「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」のそれぞれについては前項で説明して

いますが、この２つの計画はどのような関係にあるのでしょうか。

図３ 「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」の関係

「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」は、それぞれが独立しているのでは

なく、「個別の教育支援計画」を踏まえて「個別の指導計画」を作成するという関係に

なっています。この関係から、「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」には、以

下の２つの役割があります。

① 成長に応じて段階的に指導目標や指導内容・方法を更新する役割として

・「個別の教育支援計画」は、小学校・中学校から高等学校等へという長期

的な視点に立って指導目標を設定することが大切です。

・「個別の指導計画」は、進級に伴う教員間の円滑な引継ぎにより、指導内

容や方法を継続的に行うことが大切です。

② 生徒にかかわる機関や人と連携していく役割として

・「個別の教育支援計画」は、生徒と生徒にかかわる関係機関との連携によ

り、一貫した指導を行うことが大切です。

・「個別の指導計画」は、指導内容や方法を教員間で共通理解を図って指導

することが大切です。

長期的で幅広い視点で作成するのが「個別の教育支援計画」で、それを指導する視点

でより具体的にしたものが「個別の指導計画」です。

小学校 中学校 高等学校
卒業後

個別の
指導計画

個別の
指導計画

個別の
指導計画

就学前

個 別 の 教 育 支 援 計 画

３ 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の考え方
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高等学校でも「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を作成することが

必要です。なぜならば、対象となる生徒へ一貫した指導・支援を進めていくた

めには、中学校までの指導・支援を踏まえて、高等学校段階での指導・支援の

内容を明らかにすることが大切だからです。また、卒業後の進学、就職を踏ま

えて、高等学校段階でどんな力を付けなければならないのか、どのような指導

内容を重点化して具体的にどのように支援していくのかを明らかにすることが

必要だからです。

特別な教育的支援が必要な生徒とは、診断を受けている生徒のみではなく、

診断があるなしにかかわらず、学習上、生活上において困難な状態がある生徒

のこととしてとらえる必要があります。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」は、そのような特別な教育的支

援が必要な生徒のために作成されるべきものであります。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成に当たっては、対象となる

生徒の状況を一番把握している教員を中心に、校内委員会等で話し合いながら作

成することが望ましいでしょう。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を作成するためだけの校内委員

会等の話し合いではなく、対象となる生徒の実態の共通理解や具体的な指導・

支援の方途を考える話し合い等の中で同時に作成するなど工夫することで、業

務の効率化を図ることができます。

なぜ、高等学校で「個別の教育支援計画」「個別
の指導計画」を作成するのか

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の
作成対象の生徒とは

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」は、
誰が作成するのか
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「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成の時期については、対象

となる生徒に対して具体的な指導を進めていくことを考えると、入学後、これ

までの基礎情報の整理や実態把握の実施を速やかに行って１学期中に作成する

ことが望ましいでしょう。もちろん、中学校からの情報があると作成まではス

ムーズに進むと思われます。

また、対象生徒によっては、実態把握を十分に行う必要があるケースもあり

ますので、校内委員会を定期的に開催して作成することも必要です。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」は、はじめから完璧なものでは

なく、必要に応じて書き加えていくものです。まず作成して、指導・支援を実

施しながら見直していくことが大切です。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」は、
いつ作成するのか



第 ２ 章

「個別の教育支援計画」
「個別の指導計画」の作成
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発達障害等のある特別な支援を必要とする生徒について、教員の共通理解を深めなが

ら実態把握を行います。

実態把握は、必ず複数の教員で組織的に多面的な情報収集を行います。また、家庭や

学習の状況を把握するとともに、対象生徒の得意なことにも着目することが大切です。

発達障害のある生徒が充実した高等学校生活を送るためには、中学校と高等学校との

十分な連携・協力が必要です。中学校から高等学校へ円滑に引継ぎができるようにする

ことが大切です。

入 試 前

中高連絡会、高校説明会等において、高等学校における特別支援教育の取組状況や入

学後の高校生活の状況等について中学校に向けた情報発信を積極的に行うことで、中学

校、高等学校相互の取組を理解することが大切です。

入学決定から入学までの期間

中学校で「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」等が作成されている場合は、こ

れらに係る情報提供（ないし引継ぎ）を受けることにより入学してくる生徒の特性を把

握し、高等学校での必要かつ適切な指導や支援につなげていくことが大切です。

また、入学決定後に生徒の出身中学校や保護者に連絡を取るなどして必要な情報収集

を積極的に行うことが大切です。把握する内容は、生徒の障害の状態や中学校における

指導状況、具体的な支援の工夫等について、生徒の可能性を伸ばせるような情報を含め

て情報収集することが求められます。

※ 書面による情報提供は生徒、保護者の了解を得ることが必要になります。

入 学 後

中高連絡会を実施し、高等学校での指導等について情報交換・意見交流を行うことで、

指導の充実につなげていきます。

中学校からの情報

１ 生徒の実態把握
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生 徒 の 様 子

学校生活に困難な状況を抱えている場合、次のような兆候を示すことが多いです。

○遅刻や欠席が多くなる。 ○提出物の期限が守れない。

○その場しのぎの対応が多い。

こうした兆候をキャッチして、早めに本人や保護者と話す機会をつくりましょう。

入学時の提出物やアンケート

保健アンケート、家庭状況調査、学校生活アンケートや学習状況調査等の結果で把握

できる場合があります。例えば

○頭痛や腹痛等の体の不調を訴えることが多い。

○物音や話声などに非常に敏感である。

○自分の特性とかけ離れた進路目標を記入している。

個 人 面 談

入学や進級後の個人面談により、学校生活や学習面において困っていることがないか

直接本人に尋ねます。また、困っている生徒がいないかクラスの生徒に聞いてみると、

教員が把握していなかった情報を得られることがあります。なお、情報を得るには配慮が

必要になります。

三 者 面 談

保護者に家庭での様子を尋ねるだけでなく、学校でのことをどのように話しているか

を聞いてみます。場合によっては、本人が同席しない場で保護者との面談を行う方がよ

いこともあります。

そ の 他

休み時間や掃除の時間、放課後などでの日常的なかかわりで面談とは違った情報を

本人やクラスの生徒から得られる場合があります。

教員は普段からかかわりやすい雰囲気づくりに努め、常に保護者と連携を図る

ようにしましょう。本人や保護者、クラスの生徒と接するときは、本人の学校

生活や学習面の改善を促し、進路実現のための情報収集であることを伝えるこ

とが大切です。

本人や保護者からの情報
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サポートヒントシートは、日ごろの指導の中で気になる生徒に関して、特別支援教育

の視点から生徒理解を深め、その支援について検討するためのものです。

このシートは、気になる生徒の存在に気づくための「シート①」と、気になる行動を

チェックし傾向を把握するための「シート②」、支援の基本的内容を確認するための「シ

ート③」から構成されています。

※ サポートヒントシートは、県教育委員会から各学校にＣＤで配付されています。

ＣＤの中には、シートだけでなく、「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の

様式例もあります。

(1) シート①の活用

［気になる生徒の存在に気づく］

生徒の学習面や生活面の行動を見直

すことで、改めて気になる生徒の存在

に気づくことがあります。気になる生

徒については、学年会議や校内研修等

の時間設定を行い、シート①を使い複

数の教員で共通理解を図ります。

図４ サポートヒントシート シート①

(2) シート②の活用

［気になる行動をチェックする］

シート①を使って気になる生徒に気

づいたとき、もしくは既に気になる生

徒を把握していて、その生徒の状況を

整理するときにシート②を使います。

対象生徒の気になる行動をチェック

し、学習面や行動面の傾向について把

握します。このチェック項目は、シー

ト③に連動しており、支援のヒントが

得られるようになっています。 図５ サポートヒントシート シート②

サポートヒントシートの活用
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(3) シート③の活用

［支援の基本的内容を確認する］

シート②でチェックした気になる行動についての背景を分析します。

行動の背景は［情報の入力］・［情報の整理］・［情報の出力］・［注意集中力］・

［状況理解］・［コミュニケーション］・［セルフコントロール・セルフイメージ］

といった視点で表され、５段階の「サポート優先度」と合わせて、優先すべき

項目を示す参考データになります。実際の生徒の姿と重ね合わせながら、「支援

のヒント」を参考にして話し合いを深めることで、実際の指導に役立てること

ができます。

図６ サポートヒントシート シート③ 図７ サポート優先度のグラフ

気になる生徒の学校生活の充実や将来の進路実現のために、私
たち教職員は、生徒や保護者が困っていること、将来困ると考え
られることに気付き、今できるところから、ニーズに応じた支援

を始めることが大切です。
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１ 校内委員会の役割

生徒へどのような支援をしていくのか、教職員で共通理解を図る場が必要となりま

す。その中心となるのが校内委員会です。

校内委員会は、発達障害等の特別な教育的支援を必要とする生徒に対して、全校

的に適切な支援ができるようにするために設置される組織で、校内支援体制の中核

となります。生徒の感じている困難さについて理解を図り、実態把握を行うとともに、

本人や保護者の願いを聞いた上で、よりよい指導・支援の内容について検討し、校

内支援の充実を目指します。

校内委員会の役割（例）

○学校における推進体制の検討 生徒の実態把握や指導・支援方法の検

○生徒の実態把握 討については、教員で共通理解を図るこ

○指導・支援方法の検討 とが大切です。

○生徒や保護者等への理解啓発に また、定期的に校内委員会を実施する

関する計画・実施 ことで、対象となる生徒への指導・支援

○保護者、関係機関との連携 等 について見直すことができます。

校内委員会を機能させるためには、生徒への指導・支援をどのように行うかを示す

特別支援教育推進計画を立てることが大切です。

図８ 校内委員会の位置付けの例

特別支援教育推進委員会

教科会 学年会 生徒指導委員会

全職員での共通理解

◎ 生徒にかかわる情報の分析と対応策の検討

（「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の
作成・修正・追加）

生徒への指導・支援

職員会議

担任・副担任教科担当

生 徒 の 実 態

支
援
内
容
の
見
直
し
、

評
価

※ 特別支援教育推進委員会＝校内委員会

２ 支援のための会議
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２ 特別支援教育コーディネーターの役割

特別支援教育コーディネーターは、学校内の関係者や外部の関係機関との連絡調整、

保護者に対する相談窓口、担任への支援、校内委員会の運営等という役割を担っていま

す。

(1) 校内支援の充実

○ 校内委員会のための情報の収集・準備

○ 校内研修の企画・運営

○ 実態把握の企画・運営

○ 担任への支援、様々な情報提供

(2) 外部関係機関との連絡調整等

○ 専門機関等へ相談をする際の連絡調整

○ 関係機関の情報収集・整理

○ 専門家や巡回相談、特別支援学校等との連絡

(3) 保護者の相談窓口

○ぜひ参考にしてください。

福岡県教育委員会

「特別支援教育コーディネーターガイド

～高等学校等における特別支援教育充実のために～」

平成22年10月

特別支援教育コーディネーターの役割を機能させるためには、担当者一人に負

担がかからないように、校内での位置付けや役割について教職員で共通理解を

図る場を設定し、組織的に取り組むことが重要です。

特別支援教育コーディネーターを中心に、学校全体、そして地域の特別支援

学校や関係機関にも目を配りながら、生徒への必要な支援を行うために教員の

力を結集していきましょう。
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３ 支援のための会議の進め方

生徒の実態をもとにして、どのように支援をしていくのかを話し合うための場を設定

します。これは、主に校内委員会で行いますが、学年会、関係する教員での会議等でよ

り具体的な支援の内容を検討することも大切です。校内委員会を中心とした支援のため

の会議は、対象となる生徒の実態や支援の内容等、具体的に検討し、共通理解を図る場

として重要です。

○会議の内容と進め方の例

① 生徒の日頃の様子や困難な状況について、担任や教科担当で現状報告をする。

② チェックリストや行動観察の記録等の資料から生徒の課題を明確化する。

③ 実態や将来像などから在学中に身に付けさせたい力を検討する。

④ 具体的にどのような支援が必要なのかを話し合う。

⑤ まず、重点的に行う支援について共通理解を図る。

在学中に身に付けさせたい

力や支援の内容については、

将来を見据えた視点から、教

員それぞれの立場で話し合う

ことが大切です。

生徒の実態のとらえ方や具

体的な支援の内容について

は、専門家等を活用すると、

より効果的な支援の方途が見

図９ 校内委員会を中心とした支援のための会議の全体像 いだせるでしょう。

校内委員会を中心とした支援のための会議の中で、「個別の教育支援計画」「個

別の指導計画」を作成すると、その場で、在学中に身に付けさせたい力や支援

の内容について共通理解を図ることができます。

支援のための会議

○生徒の特性の分析と課題の整理
・実態把握による支援の手掛かりの検討
・本人の興味関心や得意なこと等の把握
・在学中に身に付けさせたい力の設定

○具体的な指導の在り方の検討・整理
・学習上、生活上どのような支援を行うか
の検討
・教員で共通理解して取り組む内容や
役割分担して取り組む内容の整理

「個別の教育支援計画」
「個別の指導計画」の作成
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生徒への支援を効果的に行うためには、保護者はもとより、関係機関との連携が大切

です。「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」においても、生徒にかかわる関係機関

と連携しながら作成したり活用したりすることが大切です。

関係機関との連携のポイント

図10 各関係機関

高等学校

医療機関

障害の診断や助言 児童相談所

発達の状態や障害に関する
診断や判定

発達障害者支援センター

豊かな地域生活を送るための助言・援助
発達障害に関すること全般の助言・援助

特別支援学校

学習や生活上の配慮に関する
助言・援助

県教育委員会
教育事務所

専門家チーム、巡回相談員の
派遣による助言・援助

県教育センター

教育に関する助言・援助

出身中学校

円滑なスタートのために

大学等の入試センター
専門学校の担当窓口

ハローワーク
障害者職業センター

社会、進学先への接続のために

２ これまでの指導経過の情報や保護者からの情報を積極的に
取り入れる。

１ 巡回相談・特別支援学校のセンター的機能の活用等により
計画の作成や支援の方途について専門的な視点を取り入れる。

３ 進路に関する機関から情報を取り入れ、卒業後を見据えた
支援の計画の視点を取り入れる。

中学校からの情報を積極的に取り入れたり保護者からの情報
を取り入れたりして、生徒の実態をより明らかにすることで、
指導・支援の目標を具体的に設定することができる。

実態把握から具体的にどのような指導・支援を行うのか検討
する際に、巡回相談や特別支援学校のセンター的機能を活用す
ることで指導・支援の方途を具体化することができる。

進路指導の視点から、生徒の将来像を見据え、進学先やハロ
ーワーク等から情報を取り入れ、自己理解やソーシャルスキル
・トレーニングを設定するなど、具体的な指導計画を設定する
ことができる。

３ 関係機関との連携
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○県内の主な相談機関と特別支援学校

機 関 名 〒 所在地 TEL FAX

福岡県教育センター 特別支援教育班 811-2401 糟屋郡篠栗町高田268 092-947-1923 092-947-8082

教育庁義務教育課 特別支援教育室 812-8575 福岡市博多区東公園7-7 092-643-3914 092-643-3912

教育庁福岡教育事務所 教育相談室 812-0046 福岡市博多区吉塚本町13-50 092-643-0115 092-643-0121

教育庁北九州教育事務所 教育相談室 822-0031 直方市大字植木1047-1 0949-25-1203 0949-24-3345

教育庁北筑後教育事務所 教育相談室 830-0047 久留米市津福本町今畑218-1 0942-32-3099 0942-32-3040

教育庁南筑後教育事務所 教育相談室 833-0041 筑後市大字和泉423 0942-53-7198 0942-53-7527

教育庁筑豊教育事務所 教育相談室 820-0003 飯塚市立岩1401-2 0948-25-2603 0948-25-4948

教育庁京築教育事務所 教育相談室 828-0051 豊前市大字吉木534-3 0979-83-3603 0979-83-3605

福岡県発達障害者支援センター 「ゆう・もあ」 825-0004 田川市大字夏吉4205-7 0947-46-9505 0947-46-9506

福岡県発達障害者支援センター 「あおぞら」 834-0122 八女郡広川町一条1357 0942-52-3455 0942-53-0621

学 校 名 〒 所在地 TEL FAX

築城特別支援学校 829-0102 築上郡築上町大字築城1561 0930-52-312 1 0930-52-1574

小倉聴覚特別支援学校 802-0061 北九州市小倉北区三郎丸２丁目9-1 093-921-3600 093-931-9904

北九州視覚特別支援学校 805-0016 北九州市八幡東区高見５丁目1-12 093-651-5419 093-651-9095

特別支援学校「北九州高等学園」 809-0026 中間市大辻町18-1 093-246-3000 093-246-3010

古賀特別支援学校 811-3113 古賀市千鳥４丁目3-1 092-943-8674 092-943-9159

福岡養護学校 811-011 9 糟屋郡新宮町緑ｹ浜4-1-1 092-963-0031 092-963-3271

福岡養護学校新光園分校 811-011 9 糟屋郡新宮町緑ｹ浜4-1-2 092-963-0032 092-941-2582

福岡聴覚特別支援学校 814-0021 福岡市早良区荒江３丁目2-1 092-821-1212 092-822-9861

福岡高等視覚特別支援学校 818-0014 筑紫野市大字牛島151 092-925-3053 092-925-5061

福岡視覚特別支援学校 818-0014 筑紫野市大字牛島114 092-924-1101 092-928-8742

福岡高等聴覚特別支援学校 814-0021 福岡市早良区荒江３丁目2-2 092-845-6931 092-822-6503

特別支援学校「福岡高等学園」 818-0047 筑紫野市大字古賀304 092-921-2244 092-928-0845

小郡特別支援学校 838-0123 小郡市下岩田2341-3 0942-73-3437 0942-72-9217

久留米聴覚特別支援学校 839-0852 久留米市高良内町2935 0942-44-2304 0942-45-0139

田主丸特別支援学校 839-12121 久留米市田主丸町石垣1190-1 0943-73-1537 0943-72-434１

柳河特別支援学校 832-0823 柳川市三橋町今古賀170 0944-73-2263 0944-73-6291

筑後特別支援学校 833-0034 筑後市大字下北島318 0942-53-0528 0942-52-0329

川崎特別支援学校 827-0003 田川郡川崎町大字川崎2343 0947-72-7788 0947-72-6701

嘉穂特別支援学校 820-0206 嘉麻市鴨生328-1 0948-42-1511 0948-42-4508

直方聾学校 822-0001 直方市大字感田346-1 0949-26-5351 0949-26-4601

直方養護学校 822-0007 直方市下境410-2 0949-24-5570 0949-24-5508

大牟田特別支援学校 836-0896 大牟田市天道町24 0944-56-9671 0944-52-0111

久留米養護学校 830-0051 久留米市南１丁目2-1 0942-39-6131 0942-39-6132
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「個別の教育支援計画」の記入内容と留意点

〔様式例：サポートヒントシート対応版〕

４ 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成例

①基礎情報の記入欄

○生徒名

○作成日
○学年・組

○出身校

⑦指導の記録記入欄

○指導の記録だけでなく、生徒への対応

についての留意点等を記入しておくこ
ともあります。

○生徒の興味・関心、

得意なこと、長所
などを記入します。

本人の良さを活か
すという視点が大
切です。

⑥実態記入欄

⑤支援内容
記入欄

○生徒の支援内容を

大きく、学習面と
生活面で記入しま

す。会議で話し合っ
た内容から、重点的
に取り組む内容を

示します。

②将来の生徒像の記入欄

○将来の生徒像を保護者や本人の考え

をもとに記入します。

③身に付けさせ
たい力（内容）
の記入欄

○卒業までにどのよう

な力を付けていくの
か記入します。生徒

本人に意識させるこ
とも大切です。

○生徒を支援する

ために連携を図る
関係機関を記入

します。

④関係者と支援
機関の記入欄
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「個別の教育支援計画」の作成手順例

「個別の教育支援計画」は、校内委員会などの支援のための会議等の中で作成することで、

対象となる生徒の担任や特別支援教育コーディネーターだけでなく、生徒に関係する教員が

共通理解を図りながら支援内容を共有し合うことができます。

○ ステップ１（①、④、⑥の記入）

中学校からの情報、チェックリスト（サポートヒントシ

ート）の結果、行動観察の記録等による対象となる生徒の

実態が分かる資料を準備することで、①生徒の基礎情報、

⑥生徒の実態については、記入できます。④の関係者と支

援内容については、関係機関等あれば記入します。

○ ステップ２（②、③の記入）

対象生徒の実態から将来の生徒像や高等学校卒業までに

どんな力を重点的に付けたらいいのか、学力面、生徒指導

の視点、進路指導の視点等から話し合い、保護者や生徒本

人の意向を踏まえて記入します。（②将来の生徒像、③在

学中に身に付けさせたい力）

○ ステップ３（⑤の記入）

具体的に学習面や生活面でどのような支援を行うのかを話し合い、学校での支援内容を記

入します。ここでは、学校生活での共通する支援内容を記入します。例えば、学習面におい

ては「板書で視覚的な情報を与える」等、生活面では、「言い分を聞き、良い行動は褒める」

等です。

「個別の教育支援計画」の中には、細かくいろいろと書き込まれているもの

がありますが、情報量が多ければ良いというものではありません。情報量が多

すぎると、逆に全体像がつかめなくなります。

最初から「完成品」である必要はありません。書けるところから書いて、付け

足していくことになります。様式の全部の項目を記入する必要はありません。

①

④

⑥

②

③ ⑤
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「個別の指導計画」の記入内容と留意点

〔様式例：サポートヒントシート対応版〕

①基礎情報の記入欄

○学年・組

○生徒名
○担任名

○作成日

⑤評価の記入欄

○評価の欄には、生徒の

変容や支援内容が有効
であったか等を記入しま

す。その内容を次の指導
に活かすことが大切です。

○生徒の実態や学校

の実情に応じて指
導場面を設定しま

す。学習場面で共
通して行う支援に
ついては、「授業

中共通」と記入す
ることや各教科等

で支援を具体化す
るのであれば、そ
の教科等を記入し

ます。

③指導場面の
記入欄

④配慮事項・手立ての記入欄

○指導場面で、「いつ」「どのように」指導するのかについて

具体的に記入します。例えば、「授業の始めに学習の進
め方を提示する」ことや「全体の指示の後、個別に呼ん

で指示する」等、具体的に記入する。

②学期の重点課題
の記入欄

○「個別の教育支援計画」
の在学中にどのような力
を付けていくのかを記入

した内容から、１学期間
で重点課題を設定して
記入します。

○様式には３つ記入する欄

がありますが、重点的に
１つや２つ記入すること
もあります。
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「個別の指導計画」の作成手順例

「個別の指導計画」についても、「個別の教育支援計画」と同様に、生徒への具体的な支

援の方途を話し合う会議等で作成することが大切です。例えば、学習においては、共通して

配慮すべき内容を確認し合い、「個別の指導計画」に記入し、それをもとに、担当する教科

等での支援を具体化していきます。

○ ステップ１（②の記入）

「個別の教育支援計画」での将来の生徒像や在学中

に身に付けさせたい力等から学期の重点課題を話し合

いながら、②の今学期の重点課題に記入します。例え

ば、自分の考えを表現する姿を目指す生徒には、重点

課題として「自分から挙手して発言する」などです。

○ ステップ２（③、④の記入）

どの場面（教科等）で、どのように指導していくの

かを③④に記入します。指導場面は、学習場面や生活

場面といった全体的にかかわるものと各教科等など、

実態に沿った場面を記入します。例えば、学習全般で

は、見通しをもたせるために「学習の流れを板書する」

等です。

○ ステップ３（⑤の記入）

学期の終了後に、⑤評価を記入します。評価を記入する際にも、かかわりのある教員が話

し合って記入することが大切です。

「個別の指導計画」には、各教科等での具体的な支援がすべて書き込まれて

いるものがありますが、必要な教科等や場面での支援を具体的に書くことが、

より個に応じた支援となります。したがって、その支援が効果的だったのか評

価しやすくなります。

「個別の指導計画」は「個別の教育支援計画」を具体化したものです。「個別

の教育支援計画」と同じで、書けるところから書いて、徐々に追加していけば

いいと思います。もちろん、様式の全部の項目を記入する必要はありません。

②

③ ④ ⑤
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「個別の教育支援計画」記載内容例

生徒の実態 １年生 男子

・自分から教員や友達に話し掛けることがほとんどない。読書が好きで、休み時

間は、いつも一人で読書をしている。

・パソコンを得意としている。

・挨拶はあまりしない。身なりを整えるのが苦手である。

○ 本人は、与えられた課題は、最後まで粘り強くやり遂げるという良さをもってい

る。また、パソコン操作は、かなりの腕前である。将来はパソコンを活用した仕事

をして、社会人としてしっかりと働きたいと願っている。（ステップ１ ⑥）

○ 本人は、将来パソコンを使う仕事

をしたいという希望がある。将来の

生徒像として、周囲の人とかかわり

ながら仕事ができること、人とのコ

ミュニケーションがとれることを記

した。（ステップ２ ②）

○ そこで、社会人として必要なスキ

ルを在学中に身に付けさせたいと考

え、コミュニケーション力と挨拶が

できること、身なりを整えることと

した。（ステップ２ ③）

○ 学校での支援内容では、学習面で

は、授業中の発言の回数を確保する

ようにする。それに伴い発言の仕方

を指導して自信をもたせることとし

た。（ステップ３ ⑤）

「個別の指導計画」で具体的にどのような支援を行うかを示す。
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「個別の指導計画」記載内容例

「個別の教育支援計画」に記載している「在学中に身に付けさせたい力」「学校での

支援内容」から、今学期の重点課題を、①授業中に、自分から発言することと、②親

しい人に自分から声を出して挨拶ができることとした。（ステップ１ ②）

○ 今学期の重点課題から、学校生活

共通に「挨拶ができたら褒める。」「身

なりに気を付けるよう声掛けをす

る。」、授業共通に「授業中発言の機

会を与える。」「発言の仕方を指導す

る。」を配慮事項・手だての欄に記

入した。（ステップ２ ③④）

○ 特に教科等においては、国語科で

は、発言させる際には、いくつかの

選択肢から選ぶことのできるように

配慮した。また、保健体育科では、

ボールゲームにおいて友達に声を掛

けるように促すことや服装に気を付

けさせるような声掛けを行うことを

手だてとした。（ステップ２ ③④）

指 導 実 践

「個別の指導計画」をもとに指導をした結果、生徒がどのように変容したのかを

評価した。（ステップ３ ⑤）

１学期の重点課題を２学期はどのように修正していくのか、指導場面でどのよう

な配慮事項や手だてをどのように継続していくのかまたは修正していくのかを決め

ていきます。



第 ３ 章

作成した
「個別の教育支援計画」
「個別の指導計画」は？
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計画に基づいて一定期間、指導・支援を行った後に目標や指導内容について評価を

行います。その評価を踏まえて「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を見直しま

す。見通しを持って計画的に見直しを行うことが大切ですが、内容に変更が生じた場合

に、その都度加除修正を行うことが必要です。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」には多くの個人情報が含まれているため、

作成やその取り扱いに当たっては個人情報保護条例等に基づきその管理には万全を期す

ようにします。

＝「個別の教育支援計画」取り扱いの留意点＝

① 「個別の教育支援計画」に記入される内容は、重要な個人情報である。

② 学校は、個人情報の管理について組織的に取り組み、管理を徹底する必要がある。

③ 支援機関との情報交換において、公務員としての守秘義務を意識することが必要である

ことを認識する。

○ 情報の開示、共有

「個別の教育支援計画」は原則として本人及び保護者への開示を前提として作成し

ます。「個別の教育支援計画」を指導に活かしていくためには各関係者・関係機関との

情報共有が大切です。関係者とのケース会議等において計画のコピーを使用する際は、

使用後、回収して廃棄するなどの配慮が必要です。

○ 保管場所について

学校における「個別の教育支援計画」の保管については指導要録と同様です。校内で

保管場所、保管責任者を決め、保管場所に鍵を掛けるなどして厳重に保管します。

すぐに情報が取り出せる便利さは必要ですが、情報の保管・管理のミスは許されませ

んので、常に責任者がチェックするなど注意が必要です。

○ 取り扱いに関する研修会を行う

各学校における「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の取り扱いに関して研修

を行い、全教員で共通理解することが必要です。

取り扱いに関する留意点

計画の見直しについて

１ ｢個別の教育支援計画｣｢個別の指導計画｣の見直し・管理
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「個別の教育支援計画」「個別の指

導計画」は、対象生徒本人が学校生活

を豊かに送るための学校内の連携ツー

ルとして活用できます。

学校内でも対象生徒にかかわる教員は

担任や教科担当等いますが、それぞれが

個々にかかわるのではなく、教員相互が

連携して対象生徒にかかわることで適切

な指導と必要な支援を行うことができま

す。 図11 教員の連携図

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」で、本人の課題を共通理解することに

よって一貫した指導・支援ができるのです。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を作成することは、対象生徒とかかわる

教員同士が連携し、対象生徒への見方を共有できます。そうすることで、生徒に対する

教員の意識を変えることになります。

連携を図ることで、

○分かる授業の創造

○指導の経過の記録

○生徒理解

○教員同士の結び付き

○教員の特別支援教育に対する

意識の高まり

○保護者との連携

等の効果が望めます。 図12 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」作成の効果

このことが、生徒自身にとっての学力の向上や将来へ向けて必要な力の習得につなが

ります。

「個別の教育支援計画」
「個別の指導計画」作成

特別支援教育に
対する意識の高まり

分かる授業の
創造

生徒理解
（細かく見ること）

教員同士の
結び付き

指導の経過の
記録

保護者との
連携

適切な指導と必要な支援による生徒の育ち

教員の連携ツールとして

２ 「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」の活用

対象生徒

担任

養護
教諭

Ａ先生

Ｃ先生

Ｂ先生

特別支援
コーディネーター

教員相互の連携
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「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を作成し、教員で共通理解を図り、指導

に活かしていくことが大切であることは、これまで述べてきた通りですが、その中で、

特に「個別の指導計画」に記載している授業での支援内容については、授業で具体的に

取り組んでいくことが大切です。

対象生徒への個別の指導・支援（例）

・全体の指示の後、個別にもう一度指示をする。

・個別に学習プリントを準備する。

・授業中、机間指導をしながら補充指導を行う。

・放課後に補充学習を行う。

対象生徒の実態から個別の指導・支援は重要ですが、授業を工夫することで、対象

生徒が学びやすくなります。

授業を工夫する観点（例）

「導入の段階」 ・学習の準備や授業に臨めるようにしているか

・学習に見通しをもたせるようにしているか

「展開の段階」 ・生徒が理解できるような説明ができているか

・活動の手順を提示しているか

・活動時間が確保できているか

・集中できるような環境を整えているか

「まとめの段階」 ・授業の重要なポイントを示しているか

・次の時間の見通しをもたせているか

工夫の観点（例）

○学習環境 ○教師の指示 ○板 書 ○教材・形態

・授業でのルールの明示 ・ゆっくりと話す ・文字の大きさ ・プリントの工夫

・必要なものだけを掲示 ・指示内容を板書する ・文字の色 ・グループでの学習

・はじめと終わりを明示 （種類別に色分け） （グループの人数）

これらの工夫の観点は、「対象生徒にとって、ないと困る支援、すべての生徒にとっ

て、あれば便利な支援」の内容です。

授業公開などを積極的に行い、授業のユニバーサルデザイン化の視点から授業を見

直し、対象生徒だけでなくすべての生徒に分かる授業へと改善していくことが大切で

す。

授業の工夫へ向けての活用
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進路指導で大切な内容

高等学校段階になると、進学や就職など

進路にかかわることが大きな課題となりま

す。対象生徒の進路指導については、右の

表のように５つの内容が大切になるといわ

れています。

特に、生徒自身が自分の特性、長所、短

所等を理解し、困難な状況を自分で切り開

いて解決していく力を育てることが大切で

す。

目標をもたせることは大切ですが、一度にたくさんのことを設定すると、見通しがも

てなくなります。また、目標を達成できなかったことが、本人にとって「失敗経験」と

してとらえられてしまうこともあります。

対象生徒にとって、達成可能な目標設定と目標に向かって取り組んでいる姿を評価す

ることが大切です。卒業までなど、長期的な目標をもたせつつも、少しずつ細かな段階

で短期的な目標設定をすることで目標達成の回数も増え、自信につながり自己肯定感が

高まります。

このような指導を通して、対象生徒本人が、自分でできること、支援が必要なこと、

自分で解決できること、支援があって解決が可能なこと等を理解できるようになります。

対象生徒の自己理解を図るために、「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成

段階から対象生徒本人がかかわるようにすることも大切です。対象生徒が、自分の目標

を設定し、自分自身で解決していく力を付けることで、将来、たくましく生きる社会人

として成長していくことができます。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」は教員が生徒を指導するための資料とな

るだけでなく、対象生徒本人が自分の変化や対処法を振り返ることができるツールとし

て活用できるものであると考えます。

生徒の自己理解を図るために

① 自己理解を図ること
自分の特性、長所、短所、興味・関心、
学習、適性等を客観的に理解すること

② 集団や社会で必要なスキルの獲得
集団や社会でのマナーや人とのかかわ
り方等のスキルを身に付けること

③ 社会体験の必要性
様々な体験を通して、社会生活に関する
知見を深めること

④ 自己選択・自己決定
人とかかわりながらも、自分のことを最
終的に決めるのは自分であるという意識
と行動を身に付けること

⑤ コミュニケーション力
自分の気持ちや相手に伝えたいことを
話したり書いたりして伝えることができる
力を身に付けること



参考資料 「個別の教育支援計画」様式例（１）



「個別の教育支援計画」様式例（２）

個別の教育支援計画 平成 年 月 日作成

ふりがな
氏名 性別 生年月日 平成 年 月 日

在 （ ）園 （ ）小学校 ( ）中学校 ( )高等学校
籍
園 組担任 １年担任 ４年担任 １年担任 １年担任

校
・ ２年担任 ５年担任 ２年担任 ２年担任

担 組担任

任 ３年担任 ６年担任 ３年担任 ３年担任

＜生活面＞ ＜学習面＞ ＜健康・運動面＞
い子 □不注意 □人へかかわり、社会的関係 ■国語 ■算数・数学 □姿勢保持
るど □多動的 □言葉の発達 □聞く □計算する □体全体の動き
状も □衝動性 □こだわり □話す □推論する □手先の動き
態の □その他 □読む □その他 □バランス

困 □書く □その他
っ □その他
て

検
査 ( ) 年 月
の
記
録

好きなこと
得意なこと

現在の生活・将来の生活についての希望・願い

本 保
護

人 者

指 導 方 針

いつ（どのような場面） だれが どのような指導を行うか
具
体
的
な
指
導

連 連携機関名 連絡先 支援内容や所見
携
機 ○○病院 092-333-△△△△ ○○医師
関

○○市教育相談室 092-222-△△△△ ○○さん

記指
録導

の

保護者住所 連絡先１ － －
２ － －

私は、以上の内容を了承し確認しました。 平成 年 月 日 保護者 印
作成者 印



「個別の指導計画」様式例（１）



「個別の指導計画」様式例（２）

個別の指導計画(前期･後期)
年 組 生徒名： 作成日： 年 月 日

（担任： ）

目指す方向性
（指導方針）

目標① 目標② 目標③
今
期
の
重
点
目
標

場

面

手

だ

て

評

価

記

録
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